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A Reflection on the Development of Finding Aids for Japanese Tea-


















　This article aims to consider Japanese tea-ceremony documents within the framework 
of archival science and design finding aids to access these documents. There is a 
problem with using Japanese tea-ceremony documents as a research source, due to the 
closed nature of cultural accession. To solve the problem, this article discusses finding 
aids with the arrangement and description of the Yuseikai Kawanami family papers. 
The papers were created and received by Sohshin Kawanami, who was a grand tea-
master and resided at Okayama prefecture. The arrangement and description of the 
documents is carried out by following the gradual processing methodology, and it is 
possible to obtain information about the contents, contexts, and the structure of the 
20
論文｜茶道資料における検索手段の整備に関する一考察―幽清会川浪家文書を事例として― ｜中村 友美
documents. A particular focus of this article is the design of finding aids which are 
practical and user-centered through an understanding of the documents. The 
investigation and analyses of the documents result in item-level descriptions, in addition 
to hierarchical, multi-level descriptions for each level. Finally, this article concludes with 
a discussion on the finding aids by using information provided in the tea-ceremony 
diaries. Information, collated from many and varied tea-ceremony diaries, enables the 
























































































principle of respect for provenance）」及び、出所を同じくする文書群の中で、それを生
んだ機関・団体の活動の体系を反映している原秩序を尊重して残さなくてはならないとす














14 ―― Millar, Laura A., Archives: Principles and Practices 2nd ed., London: Facet Publishing, 2017, p. 49.
15 ―― Milton, Chapter 8: Arrangement & Description, Bettington, Jackie, Eberhard, Kim, Loo, Rowena, 


































20 ―― 許状は修道の課程ごとに家元によって発行される文書。ここで挙げた雪月花以下 6 点の許状は中級に
分類される。











































28 ―― 裏千家ホームページ、http://www.urasenke.or.jp/textb/culic/index.html（最終閲覧は2019年12月 3 日）。
29 ―― 川浪宗真が裏千家流の茶人であることから、裏千家と縁の深い出版社である淡交社から刊行されてい
る『茶道月報』『淡交』を対象に茶会記の調査を行った。範囲は宗真の活動時期との重なりを踏まえ、『茶道
月報』は1941（昭和16）年 4 月号から1950（昭和25）年 2 月号まで（1944（昭和19）年 7 月から1948（昭和
23）年 4 月までは休刊のため除く）、『淡交』については1951（昭和26）年 1 月号から1986（昭和61）年12月
号までとした。結果、川浪文書と照合できた茶会は 3 会、照合できなかった茶会は26会であった。
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1 ）文書番号 1 ）資料番号
2 ）資料名 2 ）資料名
3 ）資料概要
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表 3  ── 川浪宗真茶道関係活動年表
西暦 和暦 月 年齢 川浪宗真動向（先頭の数字は日付） 出典
1901 明治34 0 香川県高松市に笠井信良氏の子として誕生
1917 大正 6 12 16 10：入門・小習の許状 川浪文書／淡交昭和60年4 月号




1932 昭和 7 31 川浪良太氏ご逝去 日本映画監督全集
1937 昭和12 2 36 華道小原流入門・三級・一級・脇教授・准教授の許状 川浪文書
3 華道小原流正教授の許状 川浪文書
1938 昭和13 1 37 1 ：千代のしをりに 川浪文書
2 17：雪月花・茶通箱・唐物・台天目・盆点の許状 川浪文書
1939 昭和14 3 38 1 ：和巾点の許状 川浪文書
1941 昭和16 8 17-27：第29回茶道夏期講習会に出席 茶道月報昭和16年10月号
1942 昭和17 8 41 11：花月の稽古 川浪文書
1943 昭和18 4 42 1 ：岡山県第二岡山高等女学校の辞令 川浪文書
8 29：今日庵・第二回学校茶道教授者錬成会に出席 川浪文書／茶道月報昭和18年10月号
1944 昭和19 5 43 31：岡山師範学校の辞令 川浪文書
12 31：岡山医科大学の辞令 川浪文書
1945 昭和20 3 44 31：岡山青年師範学校の辞令 川浪文書
1946 昭和21 5 45 31：岡山師範学校の辞令 川浪文書
5 31：岡山医科大学の辞令 川浪文書
1947 昭和22 46 十段取得 淡交昭和60年 4 月号
1950 昭和25 8 49 17：国清寺観音会月釡 川浪文書
1952 昭和27 3 51 17：国清寺観音会月釡 川浪文書
5 10：黒住皐月茶会 川浪文書
1953 昭和28 6 52 18：黒住教献茶添釡 川浪文書／淡交昭和28年12月号
1954 昭和29 7 17：国清寺観音会月釡 川浪文書
11 7 ：高田宗紀主催茶会 川浪文書
1956 昭和31 1 55 17：国清寺観音会月釡 川浪文書
2 25：景福寺梅見月月釡会 川浪文書
5 17：国清寺観音会皐月茶会 川浪文書
7 8 ：淡交会岡山支部夏季研究会添釡 川浪文書／淡交昭和31年9 月号
8 7 ：後楽園朝茶の会 川浪文書
1958 昭和33 4 57 13：円通寺聖良寛奉賛茶会 川浪文書
1960 昭和35 2 59 19：協賛茶席 川浪文書
1961 昭和36 5 60 14：後楽園茶摘茶会 川浪文書




1963 昭和38 2 62 24：淡交会研究会添釡 川浪文書
1974 昭和49 73 名誉師範 淡交昭和60年 4 月号
1975 昭和50 74 参与 淡交昭和60年 4 月号
1984 昭和59 12 83 『淡交』の「稽古場訪問」の取材を受ける（掲載
は昭和60年 4 月号） 淡交昭和60年 4 月号

























活動 分類 点数 年幅
茶道関連
①辞令 7 昭和18年～昭和21年




























YK-1-1 茶道関連文書 YK-1-2 茶道関連外文書
図 1  ── 幽清会川浪家文書の構造
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　アーカイブズ記述に関しては、International Council on Archives（ICA）による国際一



















39 ―― International Council on Archives, ISAD(G), General International Standard Archival Description, 
Second ed., 2000.
40 ―― ICA, ISAD(G), p. 7. 全26項目の記述要素のうち必須とされるのは、「3.1.1レファレンス・コード」、「3.1.2
タイトル」、「3.2.1作成者名称」、「3.1.3資料作成年月日」、「3.1.5記述単位の規模」、「3.1.4記述レベル」の 6 項
目である。
41 ―― ICA, ISAD(G), p. 12. 階層構造によって定義される記述標準には、ほかにもカナダの国内標準である
Rules for Archival Description（RAD）、米国アーキビスト協会（Society of American Archivist）が制定した





















ニューヨーク近代美術館（The Museum of Modern Art：MoMA）の設置するニューヨーク





















48 ―― Wythe, Deborah, Chapter 2: The Museum Context, Wythe, Deborah ed., Museum archives: an 
introduction 2nd ed., Society of American Archivists, Museum Archives Section, 2004, p. 9.
49 ―― Wythe, Deborah, Chapter 6: Description, Museum archives: an introduction 2nd ed., p. 43.
50 ―― The Museum of Modern Art Archivesホームページ、https://www.moma.org/research-and-learning/
archives/（最終閲覧は2019年12月 3 日）。





































54 ―― Millar, pp. 235-239.






















教育機関からの講師嘱託辞令 7 点、茶道許状 9 点、点前・作法記録 8 点、御茶入日
記 1 点、茶会記29点、華道許状 6 点、和歌 1 点である。













































YK-1 岡山師範の辞令 不明 辞令 アイテム 1 袋、202×86mm


















































































2 ） 昭和十八年 
四月一日

































































































YK-15 昭和25年 8 月17日観音会月釡茶会記
昭和二十五年
八月十七日 茶会記 アイテム 1 川浪宗真
状、196×
526mm シミあり 国清寺
YK-16 昭和27年 3 月17日国清観音会会記
昭和二十七年
三月十七日 茶会記 アイテム 1 川浪宗真
状、192×
1055mm シミあり 国清寺
YK-17 昭和27年 5 月10日黒住皐月茶会会記
昭和二十七年






























YK-20 昭和29年 7 月17日七月観音会添釡会記
昭和二十九年





十二月十三日 茶会記 アイテム 1 川浪宗睦
状、205×
522mm 変色あり 井山宝福寺
YK-43 平成 4 年 1 月17日国清寺月釡会記
平成四年
一月十七日 茶会記 アイテム 1 川浪宗睦
状、193×
528mm シミあり 国清寺






















煎茶点前「煎茶   
三、四、五、六、七、
丸盆　角盆   栞」




























































57 ―― 金翼漢「文化資源アーカイビングの未来に向けて」、『GCAS Report』Vol.2、学習院大学大学院人文科
学研究科アーカイブズ学専攻、2013年、19-21頁。
58 ―― 谷川徹三氏は茶道の点前は能舞台や座敷での仕舞を連想させると述べ、「身体の所作を媒介とする演出




















































量 場所 席主名 本席床 花入 花 香合 釜 風炉 風炉先 炉縁 棚 水指 薄茶器 茶器 茶杓 茶碗 替茶碗 蓋置 建水 菓子 菓子器 茶 備考
YK-15 観音会月釡
昭和25年
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量 場所 席主名 本席床 花入 花 香合 釜 風炉 風炉先 炉縁 棚 水指 薄茶器 茶器 茶杓 茶碗 替茶碗 蓋置 建水 菓子 菓子器 茶 備考
YK-15 観音会月釡
昭和25年
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高麗写竹泉 王樋銘泊舟 織部 風月 安南写
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心を満たす有用なデータになる可能性を指摘した。アウトプットとして、茶会記に基づい
た検索手段「幽清会川浪家文書茶会記リスト」を提示し、茶人や研究者にとっての利用可
能性の広がりを示した。利用者はこれらの検索手段により資料とコンテンツ情報の探索が
可能となり、利用が促進されることで茶道資料の価値が高まっていくと言えよう。
　茶道研究家の筒井紘一氏は、「茶書とは、茶道の成立以来現代に至るまで、茶の世界に
ふれながら生きてきた人々の重要なメモリアル・モニュメント」69）であると述べている。
本稿で検索手段の基礎として取り上げた茶会記を例にとると、茶会の記憶を留めるための
要素となるのは、モノ（茶道具）、場所、人（行為者・参加者）である。「茶会記リスト」は、
いずれかの構成要素の分析を深めるだけではなく、これらの三者を結びつけ、その絡まり
合うコンテクストの変遷の追求を可能とするだろう。とりわけ重要なのは、モノ、場所と
一体になった茶会記の中でのみ、茶人の活動の明らかな痕跡を残すことが可能であると言
うことである70）。さらには、本稿で示した検索手段は、茶道文化の担い手であり、地域の
活動等において功績のあった茶人の顕彰の一助となり、地域文化史の発展にも資するもの
となる。「茶会記リスト」を発展的な検索手段とするための二つの提案－美術館・博物館
における資料記述との連携、茶会記データの収集範囲と対象を広げた「茶会記データベー
ス」の構築－については、今後の課題としたい。
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　本稿執筆にあたって資料利用の承諾と情報提供をいただいた川浪百合子氏に、深い感謝
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69 ―― 筒井紘一『茶書の系譜』、文一総合出版、1978年、11頁。
70 ―― 茶人の痕跡の薄さについて、谷晃氏は「第二次大戦後の茶会記に記録された人物の素性は、百年後と
いわず五十年後には、家元とごく少数の人物を除いてわからなくなってしまうであろう」と警鐘を鳴らして
いる。谷、前掲89頁。
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